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Abstract
　We preliminary investigated invertebrate animals in 
soil under nesting site of Phalacrocorax carbo in 
Amami-Oshima Is land,  March 2021.  Animal 
abundance was greater under the nesting site soils than 
non-nesting site soils whereas the diversity was 
opposite trend. Only three taxonomic groups were 
observed under the nesting site: Acari, Diptera, and 
Collembola, with extremely high numbers of dipteran 
larvae. On the other hand, taxon diversity was high, 
with nine taxa (Acari, Diptera, Collembola, Araneae, 
Coleoptera, Nematoda, Oligochaeta, Gammaridea, and 
Lepidoptera), none of which had extremely high 
abundances under non-nesting sites.

はじめに
国内のカワウ Phalacrocorax carboはかつてト

キ Nipponia nipponやコウノトリ Ciconia boyciana

と同様に，水質悪化などが原因で個体数が減少し，

絶滅が心配されることもあったが，徐々に生息数

が回復し，分布域が急速に拡大している（福田ほ

か，2002）．近年の個体数の急増と分布拡大により，

水産有用魚種に対する食害が問題視されるように

なった（成松ほか，1999）．また，カワウがねぐ

らを作った森林では，糞の飛散や巣材集めによる

枝の折り取りによって，樹木や植物の衰弱や枯死

（石田，2002）や植生の変化（伊藤，2007）など

が起こる。さらに，窒素やリンを豊富に含むカワ

ウの糞はねぐら域下の土壌にも大きな影響を与え

る（Kameda et al., 2000）．カワウのねぐらの影響

に関する研究は本州での事例（吉田ほか 1993, 

1994；伊藤，2007；石田，2017）が多く，固有の

生態系が成立する南西諸島での報告はないものと

思われる．

鹿児島県奄美大島では近年，カワウの姿が頻

繁に目撃されるようになり，住用川下流左岸の定

位置にねぐらを構えるようになっている（図

1a）．2021年 2月のこのねぐらにおけるカワウ個

体数は 294羽であった（井口ほか，2021）．本報

告では，そのねぐら域下の土壌動物に関して予備

的調査を行ったので，報告したい．

方法
2021年 3月 7日に鹿児島県奄美大島住用川下流

のカワウのねぐら域下（図 1bc）から，5か所の土
壌を採取した．表層の落葉落枝を除去し，表面を
3 cmほどの深さを移植ゴテで削り取って，ナイロ
ン袋に入れて持ち帰った．対照区（ねぐら域外下）
として，カワウのねぐらから直線距離で 10 m程度
離れた 4か所の土壌（図 1d）も同様に持ち帰った．

2リットルのペットボトルを加工して，三角
コーナー用水切りネット（メッシュ幅 3 mm，
MNN-30s，オルディ株式会社，東京）を用いた
簡易ツルグレン装置を作成した．採取した土壌サ
ンプルから目視で確認できる石や落葉落枝を除去
して，それぞれ約10 gの土を水切りネットに乗せ，
観賞魚用蛍光灯（18ワット，クリアライト
CL601，ジェックス株式会社）で約 24時間照射し，
落下した土壌動物をカウントした．それぞれのサ
ンプルから 4回上記の作業を繰り返した．確認さ
れた土壌動物については日本土壌動物学会（2007）
の検索図に従い，大まかな分類を行った．
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結果と考察
約 10 gの土壌に含まれる土壌動物の個体数の

平均値はカワウのねぐら域下で 2.42個体，ねぐ

ら域外下のそれは 0.40個体であった．ねぐら域
下では，ダニ，ハエ，トビムシの 3分類群のみが
観察され，特にハエ目幼虫が極端に多く観察され

図 1．住用川下流に形成されたカワウのねぐら（a），ねぐら域下（bc），対照区（ねぐら域外下）（d）の林床の様子（2021年 3
月 7日撮影）．

図 2．カワウねぐら域下と対照区（ねぐら域外下）の土壌動物の個体数（土壌 10 gあたり）．
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た（図 2）．一方，ねぐら域外下では分類群の多
様性が高く，ダニ，ハエ，トビムシ，クモ，コウ
チュウ，センチュウ，ミミズ，ヨコエビ，チョウ
の 9分類群が確認され，それらの中で極端に個体
数が多い分類群はなかった．
それぞれの動物の群数と個体数を用いてシン

プソンの多様度指数（Simpson, 1947）を計算する
と，ねぐら域下で 0.592に対してねぐら域外下で
0.829となり，ねぐら域下では土壌動物の多様度
の低下が起こっていることが示唆された．同様の
観察結果は吉田ら（1993, 1994）が実施した和歌
山県での調査でも報告している．土壌性節足動物
の調査では，カワウの糞の影響が出ている地点で
は出現した動物群数が，糞による影響が出ていな
い地点より少なく，一方，個体数では糞の影響が
出ている地点で影響が出ていない地点よりも多く
なるという．特定の分類群の個体数の増加は，ね
ぐら域下の林床に供給される多量のカワウの糞の
存在により，糞を直接摂食する糞食者や糞を栄養
分として繁殖する菌類を摂食する菌類食者，さら
にそれらを摂食する捕食者が増加したことが影響
しているのかもしれない．カワウのねぐらが森林
生態系へと与える影響の解明については，植物や
土壌動物を含む生物間・生物非生物間の関係の変
化について長期的なモニタリングの必要性が指摘
されている（石田，2002）．奄美固有の独自の生
態系の中でカワウのねぐらが果たす役割について
も，本報告を足掛かりに明らかにされることを期
待したい．
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